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成果の概要／Khayyer Abbas 

 

Khayyer は、スペイン・バルセロナで開催された国際会議 PARTICLES 2025 に出席した。本

会議は、粒子法に焦点を当てた世界で最も権威ある著名な国際会議の一つ、第 9 回粒子法国

際会議（PARTICLES）である。PARTICLES 2025 の目的は、工学および科学分野における問題

解決に向けた最先端の粒子法の基礎原理、新たな動向、および革新的な特徴を発表・議論す

ることにあった。同会議は、2025年 10月 20日から 22日までの 3日間開催された。Khayyer

は 10 月 19日に同会議の開催地に到着し、10月 23 日に帰国の途についた。 

 

Khayyer は、登録参加者 290 名を擁する本会議においてセミプレナリー講演を行うよう招

待を受け、講演は 10 月 22 日（水）午前 9 時に予定された。題目は「Entirely Lagrangian 

Meshfree Fluid-Structure Interaction Solvers - Recent Advances and Future Perspectives（完全

Lagrange 型 meshfree 流体構造連成解析ソルバ - 最新研究と今後の展望）」であり、Khayyer

は完全 Lagrange 型 meshfree FSI（流体構造連成）ソルバに関する最先端の発展と将来展望に

ついて簡潔なレビューを行った。本講演では主に、京都大学の自研究チームが発表した SPH

法や MPS 法を含む粒子法の手法において開発された FSI ソルバの信頼性、適応性、汎用性に

関する成果について紹介した。Khayyer の講演は約 37 分で終了、その後参加者から質問を 2

点受け、予定通り約 40分（9:00-9:40）でセミプレナリー講演を終えた。同講演の司会は、イ

タリア CNR-INM（海洋工学研究所）の Andrea Colagrossi 教授が務めた。 

 

本会議において、Khayyerは FSI関連の 2つのセッションのメインオーガナイザーも務め、

水曜午前（11:30-13:30）と同日午後（14:30-16:30）に計 11 件の発表が行われた。発表の中

には中国・中山大学の Pengnan Sun 准教授、トルコ・Sabanci 大学の Mehmet Yildiz 教授によ

るものも含まれる。Sun准教授と Yildiz教授はいずれも粒子法分野で活躍している研究者であ

る。なお，Khayyer は PARTICLES 2025の学術委員会メンバーの一人でもある。 

 

 

左側の写真は 10 月 20 日午前の開会式で撮影、右側の写真は Khayyer のセミプレナリー講演の質

疑応答中の様子 



 

本国際会議には、曽我健一教授（アメリカ・California 大学 Berkeley 校）、越塚誠一教授

（東京大学）、 Javier Bonet 教授（スペイン・CIMNE）、Antonio Gil 教授（イギリス・

Swansea 大学）、Andrea Colagrossi 教授（イタリア・CNR-INM）など、当該分野の著名な研

究者が参加され、光栄にもこういった方々と交流し議論することができた。会議は成功裏に

開催され、発表の質はどれも高く、その多くが当該分野における厳密かつ新規性のある研究

に関するものであった。 


